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ここでは，米国 Lattice Semiconductor社の「Power

Manager IIファミリ」に注目する．このLSIは，複数の電源

の監視機能を持ち，電源投入シーケンスや電源異常時の動作を

PLDブロックを使って任意に決定できる．近年の複雑化した

システムでは，電源投入シーケンスが複雑になっている．ま

た，低電圧化が進んだことで電源に高い安定性が求められるよ

うになった．システムを確実に動作させ，高い信頼性で運用す

るためには，電源管理機能が役に立つ． （編集部）

CPUやメモリ，クロックなど，ボード上で動作するすべ

てのデバイスは原則として「電源が安定的であること」を前

提に動作します．そこで，高度な機能を持つ組み込みシス

テムでは，電源を監視する機能を搭載することが一般的に

なっています（図1）．

電源を監視するデバイスは従来から存在します．例えば，

電源が規定の電圧以下に下がったときにリセットを発行す

るリセットICなどが，それに類します．

しかしながら，大規模な組み込みシステムでは，多くの

電源が使われており，リセット先の系統も複数に分かれて

いるのが普通です（1）．そのため，個々のICによる状態監

視では，実装面積や部品数の増加するという欠点のみなら

ず，「特定の条件が一致したときに何かを起こす」というよ

うなことはできません．

そこで，これらの監視を統合的に行うための電源管理LSI

が登場しました．今回，米国Lattice Semiconductor社の

電源管理デバイスPower Manager IIファミリを評価する

機会がありましたので，特徴や使い勝手を紹介します．

1 ispPAC-POWR607の特徴

Power Manager IIファミリの概要を表1に示します．

今回筆者が評価したispPAC-POWR607の機能ブロック図

を図2に示します．

● ディジタル信号入力部

ispPAC-POWR607は，2チャネルのディジタル入力を持

ちます．

これらの信号のうち IN1_PWRDWN*は，内部のパ

ワー・ダウン回路の制御も可能です．パワー・ダウン・

モードでは，マイコンなどによる電力制御要求によって，

外部から本LSIの機能を停止させられます．
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図1 システムを安定して動作させるための要素

電源，リセット，クロックの3要素が重要で，それぞれが連携する必要がある．
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● アナログ電圧信号入力部

ispPAC-POWR607は，6チャネルのアナログ入力を持ち

ます．チャネルごとに，コンパレータとグリッジ・フィル

タが用意されています．コンパレータは，0.667V～5.811V

の範囲で約26.8mV単位で192段階の切り替え可能なリファ

レンス電圧源が接続されています．

通常はこのアナログ入力端子に，DC-DCコンバータやリ

ニア・レギュレータなどから供給される電源電圧を接続し

ます．コンパレータで供給された電圧と設定されたリファ

レンス電圧を比較します．設定された電圧を上回ったかど

うか（OV：オーバ・ボルテージ），または下回ったかどう

か（UV：アンダ・ボルテージ）を判断できます．

コンパレータ自身は1%のヒステリシス特性を持ちます．

さらにコンパレータの出力は6μsと48μsの時間枠を持つ

グリッジ・フィルタに接続されています．これにより，DC-

DCコンバータから回り込む急しゅんな電圧変動は無視し

て，DC電源の本質レベルの変動/変化を検出して後段の

シーケンス制御部に伝えます．

初期設定は，アンダ・ボルテージかつ48μsのグリッ

ジ・フィルタに設定されており，多くの場合は変更なしに

使えます．検出したい電圧だけを設定します（図3）．

● タイマ部

ispPAC-POWR607は，4チャネルのタイマを持ちます．

また，8MHzの発振回路を内蔵します．32μs～1966.08ms

の間で，4μs単位で設定が可能です．

タイマの使用に関しては，基本的にはシーケンス制御部

で回路記述を行っている限り，特に意識せずに「x時間の周

期を持つタイマnを使用する」という宣言だけで起動，タ

イムアウトの検出と停止を自動的に行ってくれます．

4チャネルのタイマは，各々任意の値に設定することが

できます．例えば4系統のDC-DCコンバータの電源を順に

投入するときのインターバル（遅延時間）を個々に設定する

ような用途が可能です．
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型　名 POWR1220AT8 POWR1014A POWR1014 POWR6AT6 POWR607

アナログ入力ピン 12 10 10 6 6

コンパレータ 24 20 20 － 6

検出点数 368 368 368 － 192

検出精度 0.20% 0.30% 0.30% － 0.5%

最小モニタ電圧 0.7V 0.7V 0.7V － 0.7V

パワーOFF検出 75mV 75mV 75mV － 75mV

CPDマクロ 48 24 24 － 16

出力ピン 20＋8Trim Outputs 14 14 6Trim Outputs 7

FETドライバ 4 2 2 － 2

トリム出力 8 － － 6 －

A-Dコンバータ 10ビット 10ビット － 10ビット －

I2C あり あり － あり －

動作電圧 2.8V～3.9V 2.8V～3.9V 2.8V～3.9V 2.8V～3.9V 2.6V～3.9V

パッケージ 100ピン TQFP 48ピン TQFP 48ピン TQFP 32ピン QFN 32ピン QFN
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図2 ispPAC-POWR607の機能ブロック図

図3 検出電圧の設定

3.3V系統の比較電圧を選択している画面．3.220Vを選択中．


